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本

， 

の
伝
承
と
芸
能
』
を
読
む

六
四

こ
こ
に
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
「
芸
能
」
な
い
し
「
舞
唱
劇
」

「
片
歌
形
式
」
(

の
片
歌
)
が
「

な

と
し
て
、
前
後
句

の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

一
群
の
記
述
が
あ
る
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
理

し
う
る
場
合
が
あ
る
の
は

で
あ
る
。
し
か
し
、
必
ず
し

で

造
原
理
と
す
る
」
「
歌

と
の
把
握
も
同
感
で
あ
る
。
こ
の
詞
形
が
自
立
的
に
扱
わ
れ
る
の
は
歌
謡

の
対
立
を
そ

の

に
か
か
わ
」

る
も
の
、

は
な
い

の
あ
る
こ
と
も

で
あ
ろ
う
。
「

か
れ
て
い
な
い
部
分
」

(
歌
体
)
に
対
す
る
自
覚
的
意
識
の
確
立
と

問
は
そ
の
自
覚
化
を
「
芸
能
」
の
成
立
と
絡
め
て
定
位
す
る
。
万
葉
へ
の

闘
を
見
通
し
、
こ
れ
を
広
く
「
長
歌
十
短
歌
」
様
式
と
包
括
す
る
論
ご
も
明

確
で
あ
る
。
本
論
の
趣
旨
は
以
後
の
片
歌
論
へ
も
引
き
が
れ
て
、
そ
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
本

を
復
元
す
る
読
み
に
不
可
避
的
な

歌
謡
自
体
を
手
掛
か
り
と
す
る
第
二
点
は
、
さ
が
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
る
。

ウ
タ
と
歌
形
な
い
し
詞
形
の

相
関
性
か
ら
し
て
、
ょ

の
形
式
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
「
長
歌
+
片
歌
」
(
①
)
、
片
歌
形
式
の
問

答
(
②
)
、
複
数
の
短
歌
(
③
)
、
長
歌
(
④
)
、
長
歌
短
歌
の
複
数
歌
群

(
⑦
)
な
ど
多
様
で
あ
る
。
ま
た
歌
謡
以
外
の
表
現

1
語
り
も
こ
れ
に
参
与

す
る
と
さ
れ
る
(
②
)
。
そ
れ
だ
け
記
紀
の
段
階
(
源
流
)
に
は
一
般
的
に

想
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
就
中
、
芸
能
と
し
て
の

的

が
見
通
し
ゃ
す
い
。
舞
唱
曲
と
歌

「
声
楽
的
」
な
い
し
「
歌
曲

」
に
か
か
わ
る
様
式
と
し
て
の
側
面
は
肯

(
神
野
志
隆
光
「
片
歌
を
め
ぐ
っ
て
l
旋
頭
歌
の

成
立
序
説
|
」

『万
葉
』
附
号
)
。

⑦
論
の
扱
う
対
象
は
早
く
か
ら
演
劇
性
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
で

定
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る

が
高
一
い
と
い

あ
り
、

の
視
点
か
ら
も
そ
の
徴
証
が
多
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

を
も
つ

わ
れ
る
対
象
を
扱
う
①
、
⑦
の

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
の
「
片
歌
+
長
歌
」
様
式
は
後
に
万
葉
編
で
述

べ
ら
れ
る
「
長
歌
+
短
歌
」
様
式
に
連
続
ム
る
も
の
と
し
て
一
岳
し
、
曲
名

す
る
⑦
の
対
象
に
も
、
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
芸
能
と
し

ヲ
」
+
晶
、

I
I
 

の
意
図
を
よ
り
明
確
に
読

反
乱
(
謀
反
)

の
物
語
の
場
合
、
「
伝
承
」
を
保
証
す
る
「
場
」
の
認
定
と

も
絡
み
、

そ
の
類
型
を
「
伝
承
」
と

し
よ
う
と
す
る
際
の

が
あ
る
。

本

は
「
成
年
式
」
な
ど
に
舞
唱
さ
れ
る
「
愛
の
芸
能
」
「
宮
廷
芸
能
」
と

カま

る
が
、

な
お
そ
の
場
の
具
体
的
追
究
は
残
る
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
益

て
の
「

度
が
想
定
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

田
勝
実
氏
の
提
起
さ
れ
た
「
大
王
伝
承
」

の
視
点
(
『
記
紀
歌

』
、
『
古

は
「
片
歌
」

「
叙
唱
+
詠

I 

の
歴
史
性
を
追
い
な
が
ら
、
「
長
歌
+
片
歌
」
様
式
に

唱
性
を

記
』
)
な
ど
も
そ
こ
を
解
こ
う
と
す
る
提
言
で
あ
っ
た
。
氏
も
こ
の
部
分
に

の

す
る
。

い
わ
ゆ
る
片
歌
体
の
考
察
は

一一「

面
」
を
想
定
し
、
「
こ
れ
ら
が

な
所
作
を
伴
う
う
た
の

「
片
歌
」
と
明
記
さ
れ
る
二
例
に
基
づ
く
べ
き
だ
と
す
る
指

は
鋭
く
、

不日

戸h

劇
》
の
資
料
と
記
憶
と
か
ら
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
」
(
『古



記
』
)

と
把
握
す
る
。
「
「
古
事
記
』
の
こ
の
伝
承
の
ま
と
め
手
は
、
自
分
の

覚
え
て
い
る
伝
承
物
語
の
筋
に
、
楽
府
の
《
歌
謡
集
》
か
ら
歌
調
を
抜
き
出

し
て
ア
レ
ン
ジ
し
、
自
分
が
実
際
に
見
て
覚
え
て
い
る
《
歌

層
的
意
味
を
担
う
で
あ
ろ
う
こ
と
も
認
め
た
い
。
た
だ
、

そ
の
こ
と
と
、

そ

れ
ら
が
記
紀
の
テ
ク
ス
ト
全
体
の
中
で
い
か
な
る
部
分

を
担
う
か
と

と
し
て

い
う
こ
と
と
は
、
次
元
が
異
な
る
の
も

で
あ
ろ
う
。

で
は
、
元
来

演
じ
ら
れ
た
と
き
の
所
作
の
記
憶
も
加
え
て
、
叙
述
し
て
い
る
」
(
同
)
と

と
重
な
り
合
う
。
た
だ
し
、
古
事
記
編
纂
の
現
在
に
歌

『
古
事
記
』

カま

歌

的
な
構
成
を
意
図
し
て
い
た
か
に
想
定
さ
れ
る
が

す
る
主
張
は
、
す
る

に
対
し
て
、
益
田

lま

以
前
、

の

受
者
に
対
す
る
観
せ
る
者
と
し
て
の
配
慮
が
、
こ
う

い
う
構
成
の
背
後
に
あ
っ
た
」

i
⑥
、
「
《
伝
承
》
は
当
時
の
享
受
者
を
意
識

し
て
構
成
さ
れ
た
」
|
⑦
)
、
記
(
紀
)
の
構
成
要
素
の
部
分
か
ら
歌
謡
劇

、
復
元
す
る
本
編
の
意
図
と
は
別
に
、
記
(
紀
)
論
と
し
て
は
課
題

(「古

の

基
盤
に
そ
れ
を
想
定
し
、
《
伝
承
中
の
人
物
に
な
り
き
っ
て
持
情
し
え
た
ウ

タ
の
段
階
》

l
「

プ

レ

持

情

」

な

る

。

芸

能

(

演

劇

)

す
る
点
で

の
成
立
と
享
受
の
基
盤
な
ど
、
古

の

-
に
お
い
て
な
お
詰
め

を
残
す
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

ら
れ
る
べ
き

の
大
き
さ
が
知
ら
れ
る
。

* 

氏
)
。
古

な
お
第
三
点
と
し
て
、
伝
承
中
の
登
場
人
物
と
芸
能
性
の
関
係
も
手
掛
か

り
と
さ
れ
る
(
②
の
大
久
米
命
、
③
の
阿
知
直
、
⑥
の
ヲ
ド
ヒ
メ

l
ワ
ニ

記
の
筆
録
に
「
楽
家
多
氏
」
と
「
歌
舞
的
性
格
」
を
繋
ぐ
点

か
ら
は
、
全
体
を
く
視
点
で
あ
る
こ
と
も
窺
え
る
が
、

万

の

は
個
別
の
歌

(
群
)

に
芸
能
的
側
面
を
認
め
る
視
点
で
は

し
、
分
析
の
方
法
も
記
紀
編
に
同
じ
い
が
、

な
お
、

(
一
)
万
葉
集
の

根
幹
部
に
舞
唱
曲
の
復
元
を
目
指
す
諸
論
(
①
J
⑤)、

(
二
)
虫
麻
日

(
H
l②
)
 

い
ず

と
芸
能
性
の

関
係
と
み
れ
ば
⑥
も
一
連
)

(
歌
集
)

係
を

る

の

れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
補
助
的
な
要
素
で
あ
り
、
分
析
に
際
し
て
は
前
二
点

(
三
)
旋
頭
歌
体
の
歴
史
性
を

明
す
る

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

の
よ
う
に
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
記
紀
編
に
つ
い
て
や
や
恋
意
的
に
小
見
を
加
え
て
き
た
。
「
伝
承
」

み
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
あ
る
種
の
歌
謡
や

が
伝
承
の
来
歴
に
基
づ

を
指
標
と
し
て

点
が
集
約
的
に
表
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
④
、
⑤
に
沿
っ
て
見
て
み
よ
う
。

第
一
の
類
は
本
編
の
屋
梁
の
体
を
な
し
、
力
の
こ
も
っ
た

こ
こ
で
は
、
「
ハ
レ
の
場
の
様
式
」
た
る
舞
唱
曲
が
《
長
歌
+
短
歌
》
様
式

完
成
さ
れ
る
様
相
(
第
二
期
)
が
追
究
さ
れ
る
。 目
立
つ
。

の
分
析
に
お
い
て
な
お
評
者
の
理
解
の
届
か
な
い
点
も
あ
る
が
、
あ
る
種
の

歌

の

や
記
述
の
さ
れ
方
の
背
後
に
、
広
い
意
味
で
の

本

『
記
紀
万
葉
の
伝
承
と
芸
能
』
を
読
む

六
五



本

『
記
紀
万
葉
の
伝
承
と
芸
能
』
を
読
む

ムハムハ

④
は
、

一
・
五

O
J五
三

の
三
組
の
歌
を
〈

〉
と
し
て

か
ら
の
「
御
井
歌
」

の
表
現
の
特
徴
や
芸
能
的

な
ど
の

は
説
得

括
り
、

一
群
が
「

原
宮

頒
の
た
め
の

組
曲
」

(五

、..... 

• 

子
の
詠
唱
ま
た
は

(五一

〈
男
性
群

・
女
性
群
舞
(
五

的
で
あ
り
、
「

之
清
水
」
は
シ
ミ
ヅ
と

ん
で
よ
い
と
す
る

考

察
も
、
急
所
を
鋭
く
突
い
て
い
る
。

一
一
、
五
三
番
)
》

す
る
。
ま
ず
、

と
し
て
構
成
さ
れ
た
こ
と
を
、
「
御
井
歌
」
を
中
心
に
の
様

⑤ 

は
、
「
長
歌
+
短
歌
」
様
式
の
短
歌
が
巻
一

の
両
様
に

-
二
に
お
い
て
の
み

」
(
1
・
五
二
、

五
三
)
が
「
古
代
歌

「
反
歌
」
・
「
短
歌
」

さ
れ
る
意
味
を
問
い
、

「
短
歌
」

式
の
完
成
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、
「
句
法
の

と
い
う
点
で
は
万
葉
集

と
あ
る
歌
の
「
様
式
と

(
伝
承
的
領
域
か
ら
伝
調
的
領
域
へ
転
換
し
た

」
の
関
係
を
芸
能
性
に
お
い
て
把
握
し
、
「
反
歌
」

こ
の
「
形
式
美
」
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
、

四
連
の
対
句
と
主
題
(
讃

章
に

を

も

歌
の

図
)
と
の
か
か
わ
り
、
所
作
の
反
復
と
即
応
す
る
独
自
の
音
数
律

の
)
に
対
す
る
「
短
歌
」
(
伝
承
的
領
域
に
属
し
「
芸
能
」

〆¥

と

さ
れ

(
5
7
の

と
5
6
の

と
の
関
係
で
捉
え
る
。
次
に
五
一

-
志

た

唱
歌
曲
)
の

を
取
り
だ
す
。

子
歌
に
つ
い
て
、

そ
の
経
歴
か
ら

の

と
で
も
い
う
べ
き

こ
の
占
…
で

カま

す
る
人
麻
自
の
歌
に
つ
い
て
は
、
歌
が
「
公
的
」

統
率
者
の

配
列
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
と
す
る
。
五
一
番
歌
に
つ
い
て
は
、
「
配
列
の

に

子

き
、
そ
の
「
詠

」
が
二
群
の

の
問
に

か
「
私
的
」
か
の
点
か
ら
分
け
る
。
こ
の
整
理
は
、
日
並

子
挽
歌
の
一
六

九
番
脚
注
に
「
或
本
以
件
歌
為
後
皇

宮
之
時
反
歌
也
」
と
あ
る
の
を

上
か
ら
見
れ
ば
、
新
都
造
営
の
讃
歌
(
五

O
)
と
新
都
讃
歌
(
五
二

J
五

「
そ
の
時
が
動
揺
す
る
」
(
吉
野
行
幸
歌
の
よ
う
に
)

と
す
る
こ
と
、
亡

一
二
)
と
の
中
間
と
に
位
置
し
、
新
都
の
た
め
に
旧
都
を
惜
し
む
役
割
を
果
た

挽
歌

「
短
歌
」
)

に
つ
い
て
「
亡
き
妻
へ
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
愛
恋

し
て
い
る
こ
と

て
は
な
る
ま
い
」
(

『
全
注
』
)
と
い
わ
れ
る

思

」
が
こ
の
様
式
を
と
ら
せ
た
と
す
る
こ
と
と
共
に
、
個
別
「
作
品
」
の

通
り
で
あ
っ
て
、
三

を

」
と
括
る
こ
と
は
基
本
的
に
首
肯

多
様
な
研
究
史
と
相
侠
ち
、
な
お

な
し
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
撰
言

歌
」
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
三
首
を
統
一
す

さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
「
御
井
歌
」
が
「
作
者
未
詳
」
で
あ
る
の
は
三
首
が

の
「
合
作
性
」
に
よ
る
と
解
釈
す
る
。
分
析
が
「
御
井

「
短
歌
」

の
唯
一
の
作
者
未
詳
歌
た
る
「
御
井
歌
」

の

は
、
宮

司
達
」

廷
芸
能
と
し
て
整
斉
さ
れ
た
「
一

(
④
に
詳
説
)
、
さ
ら
に
、
巻
二
巻
末
の
「
志

の

唱
組
曲
」
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

皇

」
の
挽

の

お
い
て

を
感
ず
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
し
か
し
、
対
句
や

の
面

合
は
、
長
歌
の
「
問
答
の
形
式
」
に
「
追
慕
哀
悼
の
た
め
の

カf



付
随
し
た
と
の
推
定
を
根
拠
に
、
共
に

「
短
歌
」

の
意
味
を
芸
能
性
と

フ。

一
連
の

は
伊

氏
の

密
な
編
纂
論
(
『
万
葉

の
構
造
と
成

の

係
で
位
置
づ
け
る
。
な
お
諸
説
が
あ
る
右
二
例
の
「
短
歌
」
に
一
f

立
』
)
と

な
り
、
目
配
り
は
周
到
で
あ
る
。

唱
曲
」
集
と
し
て
の
原

子
(
関
係
)

の
介
在
を
見
る

は
、
有
効
な
一
案
で
あ
ろ
う
。

万
葉
集
の

カま

と
結
ん
で
い
か
に
検
証
さ
れ
る
の
か
は
、

さ
ら
に
今

は
稲
岡
耕
二
氏
「
人
麻
呂
「
反
歌
』
『
短
歌
」

日
長
歌
制
作
年
次
孜
序
説

本

の

の
論
1

人
麻

後
に
残
さ
れ
た

題
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
公
的
な
群
に
対
し
て
、
万
葉
の
一
面
と
し
て
の
舞
唱
曲
は
「
自
由

」
(
「
万
葉
集
研
究
』
第
二
集
、
昭
必
・

4
)
が

公
表
さ
れ
た
段
階
で
あ
る
か
ら
、

「
反
歌
・
短
歌
」

お
そ
ら
く
こ
れ
を
意
識
し
て
、
独
自
の

が
主
張
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
論
の
た
め
に

自
由
」
な
そ
れ
を

な
ケ
の
場
」
に
お
い
て
も
想
定
さ
れ
る
。
人
麻
呂
歌
集
の
段
階
に
「
比
較
的

じ
(
⑥
)
、
虫
麻
目
歌
の
例
に
後
期
の
貴
族
の
サ
ロ
ン

二
の
類
が
そ
れ
で
あ
る
。

は
、
稲
岡

と
切
り
結
ぶ
こ
と
の
な
か
っ
た
点
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

と
そ
れ
と
の
関
係
を
論
じ
る

さ
て
右
の
類
は
、
芸

面
を
視
点
と
す
る
独
自
の

の
構

⑧
は
、
虫
麻
目
伝
説
歌
が
伝
説
「
本
来
の
意
図
」
に
お
い
て
で
は
な
く
、

想
と
表

を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
頭
歌
を
「
登
場
人
物
の

的
所

そ
の
「
再
構
成
」
を
意
図
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
⑩
も
「
物
語
風
に
潤

宮
御
井

」
(
五
二
・
五
三
)
、

[
ロ
]

一
巻
末
歌
(
八
一

J
八
一
二
)
、
[
ハ
]

色
さ
れ
て
い
る
」
当
該
歌
に
、
伝
説
歌
と
同
様
の
「
文
芸
意

周
知
の
犬
養
孝
・
井
村
哲
夫
両
氏
説
な
ど
を
包
括
し
て
、
「
美
的
愛
へ
の
あ

く
が
れ
」
の
世
界
の
構
築
を
見
る
。
芸
能
性
の
視
点
か
ら
「
伝
説
歌
人
」
の

概
念
を
具
体
的
に
限
定
し
、
「
伝
説
を
素
材
と
し
て
独
自
の
文
芸
的
領
域
を

を
認
め
、

作
」
を
側
面
か
ら
う
「
傍
唱
」
と
捉
え
(
①
)
、
芸
能
性
を
指
標
と
す
る

巻
頭
歌
の
「
規
範
性
」
が
他
の
部
分
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
[
イ
〕
原

(檎

巻

)
に
あ
た
る
「
藤
原
宮
役
民
歌
」
(
五

O
)
1
「
藤
原

巻
二
冒

(
八
五
J
八
八
)
、

[
三
巻
二
巻
末
歌
(
二
三

0
1
二
三
二
)

な
ど
の

に
よ
っ
て

づ
け
る

(イ

l
④、

ロ
ー
③
、

ハ
ー
⑤
)
。
そ
し

展
開
し
た
が
ゆ
え
に
伝
説
歌
人
と
呼
ぶ
」
と
す
る
点
は
、
傾
聴
す
べ
き
で
あ

間
娘
子
」
「
菟
原
処
女
」

る
。
た
だ
し
、

が
《
「
珠
名
娘
子
」
「

を
も
っ
て
完
結
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
」
と
の
推
定
は
自
ら
の
構
想
を
主

結
し
て
い
る
と
読
め
る
こ
と
、
巻
九
の

子
」
》
の
「
一
連
の
構
成
」
を
想
定
す
る
点
は
、
各
作
品
が
そ
の
ま
ま
で
自

に
絡
む
諸
点
な
ど
か
ら
な

て
、
「
あ
る
日
の
万

は
志

皇
子
と
深
く
か
か
わ
り
つ
つ
、
舞
唱
歌
曲

。
論
点
は
異
な
る
が
、
大
浜
厳
比
古
氏
の

「
天
智
の
育
の
歌
語
り
」
(
『
万
葉
幻
視
考
』
)
を
想
起
さ
れ
る
読
者
も
あ
ろ

し
て
大
胆
で
あ
る
( 

お

を
残
す
と
思
わ
れ
る
。
「
家
集
」
段
階
へ
の
目

り
を
全
く
怠
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
が
、
前
案
の
構
成
に
つ
い
て

「
こ
の
順
に
虫

本
田
義
寿
著
『
記
紀
万
葉
の
伝
承
と
芸
能
』
を
読
む

ノ、

七



本

『
記
紀
万
葉
の
伝
承
と
芸
能
』
を
読
む

」、ー、一
，F
，，J

さ
れ
て
い
る
必
要
は
な
い
」
と
し
、
他
方
に
試
み
ら
れ
る
「
家
集
へ
の

や
巻
九
の
配
列
と
原
本
資
料
と
の
緊
密
な
関

の
形
態
|
用
字
・
配
列
な
ど
ー
が
比
較
的
巻

を
あ
え
て
視
野
の
外
に
お
か
れ
る
。

(
五
味
智
英
氏
)

性
)
を
も
っ
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
歌
集
の
配
列
・
構
成
に
お
い
て
群

の
構
成
」
や
伝
承
な
い
し
公
表
の
形

を
な
す
歌
の
あ
り
ょ
う
が
「
場
(
座
)

復
元
」

係
に
つ
い
て
の
諸
説
(

通
し
て
論
じ
ら
れ
、
万

の

性
が
問
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

九
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と

る

は
こ
れ
ら
研
究
史
を
も
周
到
に

ま
A

で
え
、

と
く
に

氏
の

第
一
類
で
の
対
象
の
扱
い
と
に

の
あ
る
こ
と
が
気
掛
か
り
で
あ
る
( 

ヲ、e

「
歌
語
り

と
緊
密
に

し
つ
つ
、
な
お
独
自
の
「
芸
能
」

l
「

の
こ
と
、

も

る)。

の

へ
と
展
開
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

は
、
主
と

る
。
そ
の
を
扱
はう
、⑦

⑨ 
は

の

と
は
や
や

を
異
に
す

し
て
短
歌
の
世
界
に
属
す
る
「

り
」
と
同

期
に
、
「
公
的
な
詩
型
で

性
」
)

を
遂
げ
た
様
相
、

過
程
に
お
け
る
ウ
タ
の
様
相
(
坂
上
郎
女
と
虫
麻
自
の
旋
頭
歌
の
「
文
芸

も
、
歌
体
を
糸
口
と
す
る
点

し
て

の
い
う
「
伝
承
」
か
ら
「
伝
諦
」

ノ¥

の

傾
向
」
の
長
歌
と
「
私
的
な
詩
型
で
持
情
的
傾
向
」
の
短
歌
を
取
り

合
わ
せ
る
「
長
反
歌
型
式
」
の
確
立
を
指
摘
さ
れ
る
(
『
万
葉
集
の
表
現
と

か
ら
持
情
詩
へ
と
転
換
す
る
段
階
で

調
章
と

方
法
』
上
)
。

の
「
長
歌
+
短
歌
」
様
式
の

は
こ
こ
に
か
か
わ
り
、

の
考
察
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
ら
の

そ
れ
を
「
ハ
レ
の
世
界
」

の

の
方
法
と

づ
け
る
こ
と
、
既
述
の

で

の
他
の

と
呼
応
し
あ
い
、

を
媒
介
に
万

の
伝
承
的
、

と
お
り
で
あ
る

II 

①)。

芸
能
的
側
面
が
見
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
と
に
⑦
論
は
歌
体
と

研
究
史
的
に
い
え
ば
、
歌
体
の

や
複
数
歌
群
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
は
、

し
て
の

と
も

う
べ
き
厚
み
を

し
て
い
て
、

を
扱
う

二
期
以

の
文
字
記
載
の
方
法
的
定
立
と
そ
れ
が
促
す
表
現
意
欲
の
自
覚

際
の
必
読

と
い
え
る
と
思
う
。

化
な
ど
に
そ
の
因
を
求
め
る
立

が
あ
る
。
純
粋
に

の
次
元
で
そ

以
上
見
て
き
て
、
万
葉

の
切
り
口
の
特
徴
の
一
つ

な
い
し
様
式

れ
ら
を
認
定
す
る
立
場
も
む
ろ
ん
あ
り
う
る
。
こ
れ
ら
の
視
点
が
有
機
的
に

と
の
き
わ
め
て
可
視
的
な
境

は
、
一
つ
に
は
歌
体
の
担
う
歴
然
と
し
た
差
異
に
よ
っ
て
引
か
れ
う
る
。

と
こ
ろ
が
、
万
葉
歌
の
古
代
性
と
も
認
む
べ
き
点
は
、
依
然
と
し
て

f¥ 

に
あ
る
と
考
え
る
。
歌
謡
と

か
み
あ
っ
て
万
葉
歌
の
全
体
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
著
者

の
提
起
さ
れ
た
視
点
と
方
法
も
、

そ
こ
に
投
じ
ら
れ
た

要
な
一
石
で
あ
る

と
国
ω
う。

な
場
を
前
提
と
し
、

口

な
い
し

の
方
法
に
か
か
わ
る
性
格
(
歌
謡

* 



い
を
承
知
で
、

ち
触
れ
え
な
か
っ
た
細
部
の
分
析
・
考
証
か
ら
学
び
え
た
多
く
の

浅
薄

の
小
見
を
述
べ
て
き
た
。

し
ち
い

ま
ず
歌
体
・
様
式
の
次
元
で
受
け
と
め
、
す
べ
て
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
せ

は
別

ざ
る
を
え
な
い
。

と
し
て
、
「
舞
唱
曲
」
集
の
構
想
を
提
起
す
る

の
眼
目
に
就
い
て
発
言

田
川
?
っ
に
、

そ
の
業
半
ば
に
し
て
逝
か
れ
た
著
者
の
御
論
稿
の
集
成
で
あ
っ

そ
の
構
想
は
な
お
十
全
に
は
具
現
化
さ
れ
て
い
な
い
か
も
知
れ

す
る
こ
と
は
、

正
直
の
と
こ
ろ
、
今
の
評
者
に
は
手
に
あ
ま
る
大
き
な
課
題

て
み
れ
ば
、

で
あ
る
。

な
い
。
し
か
し
、

そ
う
見
え
る
の
は
ま
た
、
本

の
提
言
が
そ
れ
だ
け
斬
新

記
紀
の
研
究
に
お
い
て
、

知
氏
「
文
学
序
説
』
な
ど
に
始
ま
り
、
研
究
史
的
に
決
し
て
浅
い
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
概
し
て
印
象
批
評
的
な
発
言
か
部
分

的
な
指
摘
に
留
ま
り
、
本
格
的
な
研
究
は
近
年
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

を
導
入
す
る
立
場
は
早
く
土
居
光

で
、
独
創
性
に
満
ち
て
い
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
著
者
の
構
想
し
意
図
す
る

と
こ
ろ
は
、
評
者
な
ど
の
理
解
を
超
え
て
遥
か
に
遠
大
な
の
に
違
い
な
い
。

歌
の
彼
方
に
、
歌
唱
の
形
態
と
身
体
所
作
の
営
み
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
発

は
そ
の
視
点
を
独
自
に
深
め
、

さ
ら
に
万
葉
に
ま
で
広
げ
て
、
明
確
に

想
は
、
舞
踊
の
実
演
者
た
る
著
者
な
ら
で
は
の
視
点
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

頑
な
な
ま
で
に
自
ら
の
立
場
に
執
し
自
ら
を
語
る

は
、
お
そ
ら
く
そ
の

古
代
演

の
方
向
を
示
唆
し
て
吃
立
す
る
。
迫
ら
れ
て
い
る
の
は
、
記

ゆ
え
に
、
切
り
口
の
鮮
か
さ
を
も
っ
て
刺
激
的
な
の
で
あ
る
。

の
提
論

紀
・
万

伝
統
を
前
提
と
し
て
認
定
す
る
か
否
か
で
あ
る
が
、

の
一
面
に
「
芸
能
的
」
な
「
舞

」
と
密
接
に
融
合
し
た
歌
の

は
、
芸
能
史
・
演
劇
史
論
の
領
域
の
み
な
ら
ず
、
歌
謡
・
和
歌
史
論
の
領
域

カヲ

り
返
す
よ
う

に
お
い
て
も
、

さ
れ
活
か
さ
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

に
、
あ
る
種
の

や
和
歌
が
純
粋
に

詞
章
に
よ
っ
て
の
み
自
立
し
完

こ
こ
に
、
本
田
氏
の
記
紀
・
万

の
全
貌
を
展
望
し
う
る
形
で

カま

結
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
え
ま
い
。

の
価
値
は
、
歌
謡

編
ま
れ
た
こ
と
は
、
学
界
に
と
っ
て
ほ
ん
と
う
に
偉
倖
で
あ
っ
た
。
著
者
が

の
復
元
に
傾
け
ら
れ
た
執
念
と

一-，

か
れ
て
い
な
い
も
の
」

lま

と
し
て
歌
わ
れ
る
ウ
タ
が
不
可
避
に
も
つ

所
作
」
、
「
詠
唱
」
の
実
態

に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
点
こ
そ
が
他
の
追
随
を
許
さ
な

い
独
創
性
で
あ
る
。
と
く
に
、
舞
踊
に
即
応
す
る
「
傍
唱
」
「
叙
唱
」
「
詠

に
読
む
者
を
魅
了
す
る
に
違
い
な
い
。
あ
ら
た
め
て
、

の

に
労
を

と
ら
れ
た
方
々
に
感
謝
の
念

た
い
。
そ
し
て
、

冊
の

と
と

唱
」
な
ど
の
概
念
の

は
、
歌
謡
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
唱
謡
の

と

も

か
に
自
己
の
「
生
」
を
語
り
え
た
著
者
の
生
涯
を
羨
み
つ
つ

一
九
九

O
年
五
月
刊
、

A
5
版
、
加
頁
)

す

も
絡
む
こ
と
必
定
で
あ
る
。
提
起
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
、
評
者
と
し
て
は
ひ
と

る

。
( 

、

本

『
記
紀
万
葉
の
伝
承
と
芸
能
』
を

む

ノ、

九



本

『
記
紀
万
葉
の
伝
承
と
芸
能
』

七
O 

(
こ
ま
き

さ
と
し
・
同
志
社
大
学
教
授
)
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四
十
五
回
全
国
大
会

今
年
度
の
全
国
大
会
を
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
と
の
共
催
に
よ
り
、
左

記
の
よ
う
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

日
U

開
催
日

平
成
四
年
十
月
三
日
(
土

)
1
六
日
(
火
)

一
日
十
月
三
日
(
土
)
午
後

公

開

演

会

干巾
叩

大阪市阿倍野区王子町1-5-20-508

山
口
佳
紀
氏

木
下
正
俊
氏

小

之

氏

聖

心

外

子

大

授

関

西

大

学

教

授

学

代

表

懇
親
会

。
第
二
日
十
月
四
日
(
日
)
全
日

研
究
発
表
会

。
第
三
・
四
日
十
月
五
日
(
月
)
・
六
日
(
火
)

研
修
旅
行

545 

マ
平
成
四
年
度
高
葉
学
会
全
国
大
会
で
の
研
究
発
表
者
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
上
代
の
言
語
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

時
間
三
十
分
(
発
表
時
間
二
十
五
分
、
質
疑
応
答
五
分
)

応
募
締
切
六
月
二
十
日

発
表
ご
希
望
の
方
は
、
題
目
・
氏
名
・
所
属
を
明
記
の
上
、
要
旨

(八

O
O字
以
内
)
を
添
え
て
、
学
会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学
内
)

宛
に
お
申
し
込
下
さ
い
。

毅辺

七



a凸h
%1( 名

{主

iT 

氏名 所 番号

新

沖島正俊 852 長崎市大宮町9-21

新聞 一 美 606 京都市左京区下鴨宮 -14 

0958-57-9597 

075-702-9557 訂

変更(改姓・変更・表示を含む)

隆志 280 千葉市若葉区 0-11 043-232-6060 

池田一枝子 187 小平市美園町2-19-17-306 0423-42-6970 

浦 前正巳 633 桜井 07444-2-5146 

大漬真 630 奈良市春日苑1丁目1846-26 0742-34-1629 

笠井 昇 634 橿原市白橿町3丁目11-1-202

河野 人 803 
北九州市小倉北区金田 2丁目

093-561-8663 
12-18-1007 

清田せい 344 春日部市備後東8-37-1 048-735-8999 

伊勢市常 2丁目2-6メソンあず
生局 516 0596-27-2023 

ま101

刀、即市中京区釜座通夷川上ル司げ
白 鳥 永興 604 075-212-8281 

町331フロ ラルOKD105号

鈴木 274 飯山 町2-482-22A-511 0474-62-5359 

‘-
清隆 静岡市安東柳町2番地局 420 054-248-7184 

辻 奈保 子 798 宇和島市築地町1丁目2-18

同平市長良杉乃町2-11-1
中川千里 502

コーポエイト503

西津一光 141 東京都品川区大崎3-14-13

平野由紀子 280 千葉市中央区葛城3-6-8加藤方

前田 淑 816 福岡県春日市春日公園団地14-301

03-3491-7090 

0472-21-5286 

七
ニ



O 
お

l 

い

0

・
雑
誌
の
御
寄
贈
は
掌
ム
宮
本
部
あ

て
2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
学

会
費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納

入
、
本
誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す

べ
て
下
記
の
清
文
堂
出
版
あ
て
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
禽
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

一
、
原
稿
は

一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に

一
任
の
こ
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す

る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ

め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

首

四

葉

集

曾

会

則

一
、
本
会
は
高
葉
筆
舎
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
蔦

葉
」
を
発
行
す
る
。

て

本

会

首

問

葉

に

関

す

る

見

学

旅

行

、

文

こ
の
後
記
の
よ

派
で
、
そ
し

(
内
田
)

献
の
、
研
究
発
表
会
、
習
会
、
講
演
会
、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

て
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
二
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

後

記

O
本
年
度
の
第
一
号
を
お
届
け
す
る
。
季
刊
誌
と
い

う
会
則
の
規
定
に
外
れ
な
い
よ
う
鋭
意
努
め
る
つ

も
り
で
あ
る
。

O
橋
本
氏
の
論
は
昨
年
度
の
大
会
講
演
の
も
の
。
二
一

田
氏
は
人
麻
日
の
石
中
死
人
を
見
る
挽
歌
に
整
合

的
な
読
み
を
試
み
る
。
西
宮
氏
の
論
は
、
古
事
記

上
巻
の
古
く
か
ら
の
ア
ポ
リ
ア
に
幾
度
目
か
の
解

を
求
め
ら
れ
た
も
の
。
本
田
義
寿
氏
の
遺
著
に
、

駒
木
氏
か
ら
書
評
を
い
た
だ
い
た
。

O
こ
の
と
こ
ろ
投
稿
が
順
調
に
あ

っ
て
、
係
と
し
て

は
あ
り
が
た
い
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
が
だ
い
ぶ
増
え

て
き
た
。
一
度
そ
の
是
非
が
話
題
に
な
っ
た
。
抵

抗
の
あ
る
人
の
感
じ
方
に
そ
れ
な
り
の
意
味
は
あ

る
が
、
現
在
の
普
及
と
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
こ

の
装
置
を
通
し
て
こ
そ
初
め
て
自
分
の
文
字
を
も

っ
た
と
い
う
経
験
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、

投
稿
者
の
選
択
に
任
せ
る
と
い
う
常
識
的
な
結
論

に
な

っ
た
。
但
し
、
手
書
き
の
も
の
に
比
し
て
ワ

ー
プ

ロ
原
稿
は
推
敵
の
甘
さ
を
印
象
づ
け
ら
れ
る

と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。
つ
い
で
に
こ
れ
は
お
願

い
だ
が
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
、
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
で
何
枚
に
な
る
か
を
明
記
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
一
つ
の
単
位
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
有
効
な

目
安
で
あ
ろ
う
か
ら
む

O
ち
な
み
に
私
は
論
文
は
手
書
き
、

う
な
場
合
は
ワ
ー
プ

ロ
と

い

て
ど
ち
ら
も
下
手
で
あ
る
。

平
成
四

平
成
四

年
四
月
二
十
五
日
印
刷

年
四
月
三
十
日
発
行

(
一九九
二
)

(
一九九
二
)

頒
価

七
百
五
十
円

一T
聞
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
国
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話

3
5
5五
ニ
四一回

編

集

・

発

行

蔦

葉

山

学

曾

代

表

者

小

島

憲

之

振
讐
大
阪

O
二
九

一
四
七
番

千
四
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

葉
学
会
事
務
室

話
。
穴
(
ニ一

一
)
杢
歪

発
売
所

印
刷
所

大
阪
書
籍



平
成
四
年
四
月
三
十
日
発
行

寓

葉

頒
価
七
百
五
十
円

送
料
三
十

一
円


